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1～３月の安全対策

北海道トラック交通共済協同組合

○事故形態と誘因要因

・市街地、交差点付近の凍結路面で追突、衝突

・慣れにより、路面のすべりやすさを忘れてスリップ

・吹雪や渋滞などで、急ぎ、あせり、いらいら

・地吹雪など視界不良時の多重事故

・除排雪作業中でのバック事故

○この時期の交通事故の主な特徴

①冬道の慣れなどから警戒心が低下し、「こんなにすべるとは思わなかった」など、交差点付近

で追突事故が急増

②天候不良、渋滞等の遅れで起きる、「いそぎ」、「あせり」の気持ちから、思わぬ事故が発生

③交差点付近は、雪山で見通しも悪くなり、出合い頭の衝突や歩行者との事故が多く発生

冬道の安全キーワードは

「おだやかな気持ちと操作」

・おだやかなアクセル、ブレーキ操作

・早目のブレーキで、前車と距離を空けて停止

・バック時は、寒くても、窓やドア開けて見る習慣

★雪道がすべるのはあたり前、「すべること」を意識しましょう

★路面状況に応じて、十分な車間距離を確保しましょう

★天候・道路情報を収集し、危険な箇所・状況を判断しましょう

※視界不良時は・・・

「見えない先には、何かがある」

「視界不良時は、車を停める勇気も持ちましょう」

★視界不良時には、見えない先に低速車や駐停車車両、歩行者など何があってもお

かしくありません

ハザード点灯し、安全な場所に退避して様子を見ることも必要です

★吹雪の時には、相手もこちらが見えにくいのです

普段から、「デイ・ライト」の点灯


